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「～しはじめる」「～しかける」「～しだす」 
 

※「～しはじめる」：＜継続的な事態の最初の段階の実現＞ 
※「～しかける」：＜事態の初期の段階に入る＞ 
 

 

（１）読みかけた。 

 →本のページを開いたが、一行も読まないでやめたとか、最初の方を少し読んでやめた

とかである。 

（２）交通事故で死にかけた。 

 →瞬間的事態では、事態の＜初期の段階＞は、事態の＜実現の兆候＞を指すことになる。 

（３）手紙を書きかけたところへ客が来た。 

（４）薬を飲みかけたがにがくて吐いた。 

 →＜事態の初期の段階に入り＞その後＜別の事態が続く＞という含みがある。 

 

 

※「～はじめる」「～だす」は瞬間的なものや数秒でできる動詞には使えない。ただし、
動きや状態の対象が単数ではなく複数の場合や動作が繰りかえし行われた場合

は使うことができる。 

 

（５）×山田先生は、学校に到着しはじめた。 

（６）○７時半になって、徐々に社員が到着しはじめた。 

（７）○夕方になって、町のあちこちのあかりがつきはじめた。 

（８）×伝染病で太郎が死にだした。 

（９）×田中君は佳乃ちゃんと結婚しだした。 

（１０）○伝染病で次々と人が死にだした。 

（１１）○まわりの友達が次々と結婚しだした。 

 

 

※「～はじめる」は＜最初の段階＞と＜それ以降の継続＞とを考えるのに対し、「～だす」
は、＜最初の時点だけに注目する（開始が急である）＞ 

 

 

（１２）急に（突然・いきなり）走りだした。 

（１３）？ゆっくりと（のろのろと）走りだした。 

（１４）日が暮れはじめた。 

（１５）×日が暮れだした。 
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※「～だす」は、＜継続的事態が発生する＞＜最初の時点だけに注目する＞という特徴を
持つと言える。また、「~だす」のほうが「~はじめる」よりも事態を＜客観

的＞に捉えているという指摘がある。さらに「~だす」は人間行為に使われて

も、意志性がない。 

 

（１５）×そろそろ本を読みだそうか。 
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